
 バランスを持った見つめ方を 

発達障害をもつ子どもたちについて、

発達における特殊性を学び深めていくこと

は、言うまでもなく大切なことです。ただ

し、障害部分に意識を集中しすぎて、本人

なりの成長を日々続けている子どもの全体

像を見つめることも忘れてはなりません。そ

して本人の生活の全体像を考える際に

は、そこに充実感が伴っているかという視

点をもつことが大切です。たとえば日々の

生活を一週間単位で見て、ある程度の充

実感を得られているかどうか、心身の快、

不快のバランスがとれているかどうかを考

えてみるのです。 

ただし、発達障害の子どもたちは得てし

て興味の範囲が狭いので、わかりやすく取

り組めるように手ほどきをしながらさまざま

な経験をさせ、興味関心の幅を広げていく

姿勢が必要になります。子どもがさまざま

な活動に取り組めないでいる状態、言わ

ば食わず嫌いのような状態のままにしてお

くと、本人が年齢を増していくほどに新た

な一歩を踏み出すときの抵抗感は大きくな

ります。このようにまだまだ活動の幅が狭く

情緒の不安定なままでは、充実感を得るこ

とはなかなか難しいでしょう。やはり、体を

動かしたり友だちとふれ合ったりと、数多く

体験をさせていきたいものです。 

また、子どもに表れているいくつかの問

題点や能力的な弱点は、それが独自に存

在するものではなく、少なからず他の機能

とも関わっていることも心に留めておくべき

です。少し極端な例かもしれませんが、著

しい偏食の子どもが、それまで食べなかっ

たものを口にしたり食事量が増えてきたりし

てきたときを境にして、興味が広がってきて

認知力が高まってきたりすることも、単なる

偶然と片付けることはできません。さまざま

な要素が相互に関連して人間の発達を促

すことは、疑う余地のないことだからです。 

 とかく私たちは、短時間でスキルを身に

つけたり学習能力を高めたりすることに気

持ちを奪われやすいところがありますが、

課題によって変容に要する時間に違いが

あるのは当然のことです。起伏のある道の

りではあっても、本人なりに手応えを感じて

自信につながるような活動であるならば、そ

れは他に代えがたい価値のあるものです。

『先生、前の僕だったらきっと逃げてたよ

ね！今は上手になった？』と話しかけてき

た子どもがいて可愛く思ったという話を、先

日体育教室の担当スタッフが語っていまし

た。この子のことばには、本人にとって一つ

の峠を乗り越えた充実感があふれ出ていま

す。 

目に見える成果というのは、くり返し活動

したことが本人の体の中でうまくつながっ

て、機が熟したときに起こる果実です。決し

て成果が目に見えたときだけが重要なので

はありません。変化なく過ぎているように見

える子どもの身体の中で、成長をもたらす

ための変容がじわりじわりとなされているの

です。本人が懸命に活動に臨んでいる姿

を、価値あるものとして温かく見守りたいも

のです。  
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このコラムは４回シリーズでお届けします。 

療育プログラムのようす 
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 「自閉症の子どもは大切に大切に、決

して傷つけないように育ててあげて。そ

うすればいい大人になりますから。」これ

は自閉症の人たちの支援のための

TEACCH（ティーチ）プログラムの日本

への紹介者であり、第一人者の佐々木

正美先生のことばだ。 

私は学研で学習雑誌や児童図書の編

集をしていたが、障害児教育の編集部

に異動になり、まず勉強にと（財）鉄道

弘済会の弘済学園へ行き、重い行動障

害と知的障害のある人を見て、余りにも

その様子が深刻に感じられ、ショックを

受けた。その皆さんは自閉症だという。

14年前のことだ。しかしながら、その後

の勉強会で彼らを支援するためのやり

自閉症そして編集者としての出会い①    

 コラム 編集者としての出会い（１） 

方がある。そのための一番いい本は

これだと、黄色いA5判の厚い本を講

師が示した。著者は佐々木正美先

生、書名は講座自閉症療育ハンド

ブック、出版社は学研。何と自分が

異動になったところの本だった。子

どもの本をずっと編集していたので

自分に何ができるか、悩んでいた。

ふーん、いい本を作っているのか、

究極の実用書の編集部だと思えば

いいのでは…と、その講師の評価が

有り難かった。 

その後は自閉症には全くの素人で

あるが、佐々木先生のように、飛び

抜けた人物で実績のある方たちを

編集者としての自分のカンと感動に

よって見いだし、そのノウハウやお考

えを自閉症のご本人や教師、親向け

に雑誌や本にして世に送り出してき

た。 

今年の正月改めて、77歳の佐々木先

生は言われた。「自閉症の人は理解

者に恵まれて初めて、優れた能力を

発揮し、安定した適応をすることがで

きる。治療的に、教育的に、治すよう

な対応は避ける。治せないし、後遺症

的な禍根を残す。優れている特性を

伸ばすように教育や支援をしてくださ

い」と。   

※師岡秀治先生には、編集者としての

豊富な知識と洞察力でアドバイザリー

ボードとしてご助言いただいています。 

師岡 秀治 （学園アドバイザリーボード、学研 実践障害児教育編集部） 

体育教室 中学生は、ストレッチや筋力トレーニングを目的にヨガを始めました。お尻を支点に
腹筋に力を入れ手足を上げる「ボート」のポーズや簡易化された11種類の動作を連続して行う

「太陽礼拝Ａ」などを静かな音楽を聴きながら行っています。「毎日、お風呂上りにやっていま

す。」などうれしい声も聞こえてきています。（鈴木） 

コンピュータ教室 1年間のまとめとしてWordを使って『新聞作り』に取り組んでいます。『コン
ピュータ教室でがんばったこと』もしくは『今年度の自分の三大ニュース』のいずれかの内容を選

んで作成しています。文字の入力がスムーズになり、これまでタイピングの練習を継続してきた成

果を感じることができました。 （大澤） 

音楽教室 ４月から笛やクワイヤーフォン、鍵盤ハーモニカを使って息を大きく吸って強く吹くこ
とやタンギング、ロングトーンなどを取り入れ、息のコントロールを練習してきました。最近では、の

どをしめずに息をはきながら高音域をきれいに歌唱できるようになったり、鍵盤ハーモニカやリ

コーダーの演奏がなめらかになったり、少しずつその効果が現れています。（髙橋）  

アート教室 4月から毎回欠かさず模写トレーニングを行ってきました。モチーフは、友だちと話
し合って決めた動物や建物、キャラクターなど様々です。描く手順を示しながら進めてきたこと

で、苦手意識のあった子どもも、楽しみながら形を正しく模写できるようになりました。「描きたいけ

れども上手く描けない」ところから「描きたいものを描いてみよう」と、気持ちが前向きになったと感

じます。 （北川）  

ボートのポーズ 

ダンス教室 いよいよ年度のまとめの発表会を迎えます。発表作品は「エアロビメドレー」と「フ
ラガール」です。これまで、衣装を着けてのリハーサルを何度も重ねてきました。本番でも、それ

ぞれのお気に入りの振りやポーズを、美しいメロディーに乗せて踊ってくれることでしょう。発表会

は3月7日 16時30分頃からスカラーホールで行います。皆さんぜひ応援に来てください。（新堂）  

色々模写してきました。 

フラガール 

リコーダー練習 

子どもたちが作った新聞 



中学生 国語では、短編小説「二十年後」を学習してきました。音読学習を続けることで、全員
が1ページ以上の長文を読むことができるようになりました。数学は、ヒストグラム（柱状グラフ）の

読み取りや2つの表を見比べて質問に正しく答える学習を行っています。年間を通して行ったこ

とを作文にして、それを発表することで今年度の締めくくりを行う予定です。（藤本） 
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かわいいね！おひなさま 

漢字の音読み、訓読み 

言語プログラム お話しや聞き取りの練習を行ってきました。言われたことを聞いてカードやミニ
チュアを操作したり、実際に体を動かしながら「あげる･もらう」などの言葉の使い方を学んだりしまし

た。また発音の練習にも取り組み、毎回練習を積んできた子たちは、きれいな音で話せることが増え

てきました。学習したことを実生活でも使えるようになってきています。（大菅） 

幼児 まだまだ、冷たい北風が吹いていますが、その寒さを吹き飛ばすように教室の中は元気
いっぱいの子どもたちの声でにぎわっています。この1年を振り返り、子どもたちは自分のことだけ

でなく友だちを意識した言動が多くなってきました。それは何気ない会話の中だったり、お休みの

友だちを気づかう言葉だったり、成長ぶりを感じます。 （本田）  

５年生 割合の学習の一環で、円グラフ・帯グラフの読み書きに挑戦しました。棒グラフや折れ
線グラフと違い、全体で100%になるよう各項目の値をとっていくことがポイントですが、子どもた

ちはよく要領をつかんで学習できていました。中には『学校でけがをした場所別の人数』のグラ

フを見て「そうか、やっぱり一番多いのは運動場なんだ」と、内容をよく考えながら取り組んでい

る子どももいました。（北川）  

柱状グラフの作成  

文作りのプリント  

６年生 算数では、単位換算器を作りました。操作しながら使い方を覚え、小学校で学習した
単位の復習をしました。「こういう単位勉強したね」「これがあるとわかりやすい」などと積極的に

取り組む姿が見られました。国語では、新しく始まる中学校生活へ向けての気持ち作りもかね

て、あいさつや言葉遣いなどの生活の中で使う敬語を中心に学習を行いました。（髙橋）  

４年生 国語で「道案内」の学習をしています。普段使い慣れない「つきあたり」や「曲がり角」
などの単語を使いながら、他者にわかりやすく説明することを目標に取り組んでいます。地図上

の道案内はもちろんですが、鉄道の路線図での道案内は子どもたちに大変人気で、みんなに

こにこしながら目的地までの道のりを説明することができました。 （宮川） 

１年生  大きな数の学習で、紙皿とクリップを使って、十の束を作る活動をしました。誰が一番多く
束を作ることができるか競争しながら、楽しく学習をすることができました。国語では、仲間分けの学

習をしました。また、これまでの学習の振り返りもしていますが、書ける文字が増えたり、正しい仮名

遣いを覚えたりと、それぞれが着実に力をつけている様子が見られました  （新田） 

３年生 国語の学習で、「カンジー博士の音訓遊び歌」という単元に取り組んでいます。漢字には
音読み、訓読みがあることを知り、１つの漢字に対して複数の読み方があることを学ぶのはとてもよ

い学習になっています。漢字を書くことに対して苦手意識を持つ子どもが多くいますが、今回の学

習では、「読めること」を目標にしながら学習を進めています （宮川）  

２年生 国語では、「いつ」「どこ」「だれ」「どうした」などを意識した文章作りを学習しています。質
問に対する言葉のカテゴリー分けや、単語を並び替えたり、絵を見て文を構成したり、単語を組み

合わせたときの助詞の使い方を確認したり、学ぶところはとても多くあります。今後も学習を積み重

ね、机上だけでなく日常の会話の中に生かしていけるようになってほしいと思っています。（宮下） 

ＳＳＴ教室  １～３年生のクラスでは、ゲームや話し合いの中で、友だちの話を聞いたり、意見を受
け入れたりすることを重視しています。４～６年生のクラスでは数人のグループで会話を行う練習をし

ており、例えば『感情サイコロ』をふり、出た感情に応じたエピソードを話す活動をしています。友だ

ちの話にあいづちやうなずきを返しながら聞くことを大切にしています。 （大澤）  
感情サイコロ 

色と名まえ  

10の束を作る 

単位換算器作り 

スクールプログラム 

帯グラフ作成中 

路線図で道案内 



武蔵野東教育センター 

セミナーのご案内 
 

平成２５年度のセミナーの日程が決まりましたのでご

案内いたします。講師が決定しましたら。ホーム

ページなどでお知らせいたします。４月初旬より募

集を始めますので、お早めにお申し込みください。 
 
 ①平成２５年  ５月２７日（月）10時～12時 
 ②平成２５年１０月３１日（木）10時～12時 
 ③平成２６年  １月１７日（金）10時～12時 

意思決定支援について                                 

先日、障害者の生活支援関係の研究会に参加して

きました。今回の改正障害者基本法、障害者総合支援

法の中に意思決定支援が盛り込まれたことで、障害者

の意思決定をどのように支援していくか検討されていま

したので、その一部をご紹介したと思います。 

国連・障害者権利条約にわが国は2007年に署名は

しましたが、批准はしていません。それは、障害者団体

からの「国内法の整備ができてから批准すべき」の声を

受けて、国は障害者基本法をはじめとして国内法の改

正等を進め、最後に（仮称）障害者差別禁止法を残す

のみとなっています。 

障害者権利条約の12条には、（1）締約国は、障害

者がすべての場所において法律の前に人として認めら

れる権利を有することを再確認する（権利の主体）。（2）

締約国は、障害者が生活のあらゆる側面において他の

者と平等に法的能力を享有することを認める（生活の

あらゆる側面で意思決定が尊重される）。（3）締約国

は、障害者がその法的能力の行使に当たって必要と

する支援を利用することができるようにするための適当

な措置を取る（意思決定にあたって必要な支援を受け

られる）。と記されています。改正障害者基本法、障害

者総合支援法という中核的な法律には、12条等の条

文の考え方に沿って「意思決定支援」が組み込まれま

した。 

意思決定支援とは、「意思

決定者の意図を理解し、意思

決定の質の向上を目的とした

ものであって、意思決定者に

代わってを意思決定を行うもの

では決してない」と規定されて

います。障害者にとって、自分らしく生きるということは、

どのような生活をしたいかという日常生活における意思

決定の支援こそが、保護の主体から権利の主体へとつ

ながっていきます。この会では、それを「本人中心の支

援」として語られていました。現在、日常生活における

意思決定支援を担っているのは、グループホーム・日

中活動・訪問系事業・入所施設等の支援員やともに暮

らす家族ですが、特に本人の意思と支援者の意思が

お互いに影響を与えあうこと、安心と信頼に基づく相互

関係の中で本人の意思を汲み取ることが重要な視点と

なってきます。「意思決定」を支援することが、権利擁護

という視点だけでなく本人主体の支援を実現する前提

であり、これが支援の本質であるというごく当たり前だけ

れどもこれまでは十分に取り組まれてこなかったこと

が、これからの私たちの支援に求められているのだとい

うことを強く感じました。  

副所長 計野 浩一郎 

〒180-0012 武蔵野市緑町２-１-１０ 

電話  0422-53-8585 FAX  0422-53-8595 
Email: education-center@musashino-higashi.org 

武蔵野東教育センター 

ホームページもご覧ください 

http://www.musashino-higashi.org 

   教育相談・電話相談のご案内 
 

 遠方の方々や、来所するのが難しい皆様のため

に、電話での教育相談も実施しています。相談希

望の方は、ご予約ください。 
 

心理検査のご案内 
 

 WISC-Ⅳ、K-ABC、新版K式発達検査を実施し

ています。ご希望の方は、直接またはお電話でお

問い合わせください。 

 

平成25年度療育プログラムについて 
 

若干まだ空きのあるプログラムがございますので、

直接当教育センターまでお問い合わせください。 
 
サマープログラムの日程は以下の通りです。４月

上旬から募集を始めますので、ご応募ください。 

  第１回 ８月 ２日（金）～ ６日（火）  

  第２回 ８月１０日（土）～１４日（水）  




